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要旨 
本研究では、乾燥性に優れたリンシードオイルの加工
法に焦点を当て、リンシードオイルに一酸化鉛を添加し、
加熱する方法にて検証を行なった。この加工法で製作し
たオイルは一般に‘ブラックオイル’と呼ばれる。 
先行研究において、生のリンシードオイルをブラック
オイルに加工する研究は数多く行われてきているが、重
合したリンシードオイルをブラックオイルに加工する研
究はほとんどみられない。そこで、生のリンシードオイ
ルと重合したリンシードオイルそれぞれをブラックオイ
ルに加工することで、絵具特性、塗膜形成がどのように
変化するか、古くから用いられてきた鉛白で絵具を製作
し、比較検証を行なった。 
比較の観点は、①乾燥性、②光沢度、③粘度、④筆の
動かしやすさ、粘り気、⑤絵具の色彩に与える影響、⑥
形成性の6つから成り、測定機器を用いることが可能なも
のに関しては数値化を試みた。 
実験の結果から、生のリンシードオイルと重合したリ
ンシードオイルそれぞれをブラックオイルに加工する場
合の絵具特性、塗膜形成に及ぼす影響の違いについて考
察した。 
 
 
 
 
Summary  
In this study, I focus on the processing method of 
linseed oil, which has excellent drying properties. 
Consideration is given to the method of adding the 
litharge to linseed oil and heating it. The oil produced by 
this processing method is generally called ‘black oil’. 
In previous studies, a lot of research has been done on 
processing raw linseed oil into black oil, but there are 
very few cases of processing polymerized linseed oil into 
black oil. Therefore, by processing both raw linseed oil 
and polymerized linseed oil into black oil, paint was 
made with old lead white and a comparative verification 
of how the paint properties and film formation change 
was carried out. 
The comparative viewpoints consisted of six points: ① 
drying properties, ② glossiness, ③ viscosity, ④  the 
brush's ease of movement and stickiness, ⑤ effect on 
the color of the paint, and ⑥ plasticity. I attempted to 
quantify those things to which measuring equipment 
could be applied. 
The results of these experiments show the different 
effect on paint properties and film formation in the case 
of processing black oil from raw linseed oil and 
polymerized linseed oil, and demonstrate an example of 
the superiority of black oil made with stand oil. 
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1．研究の背景 
油彩画のメディウムは、乾性油を主成分としたもので、
顔料と混合することにより、キャンバス上に光沢感やテ
クスチャといった画肌を形成する。 
油彩画の特徴は、このメディウムの多様さにあり、油
彩画に使用する乾性油だけでも、リンシードオイル、ポ
ピーオイル、ウォールナッツオイル、サフラワーオイル、
サンフラワーオイル、荏油、桐油などが挙げられる。さ
らに、乾性油の加工法もさまざまで、主に日に晒す方法、
火で加熱する方法の 2 つに加え、添加物・酸素の有無が
ある。 
本研究では、古くから現在に至るまで多く使用されて
おり、他の乾性油よりも比較的乾燥が早く強靭な塗膜を
形成するリンシードオイル（以下、リンシードと記す）
の加工法に焦点を当てている。 
リンシードに一酸化鉛を添加し、加熱して製作したオ
イルをジョセフ・シェパード（Joseph Sheppard, 1930－）
は ‘ブラックオイル’と述べている注 1 ため、以下、「ブ
ラックオイル」と表記する。 
17 世紀の『ド・マイエルヌ手記』注 2 に、この加工法
が記述されており、特徴として、絵具の乾燥を早めるこ
と、鉛の量が多いと増粘することが挙げられている注 3。 
筆者は、拙論『レンブラント・ファン・レイン作《マ
ルハレータ・デ・ヘール》の白絵具(鉛白)に使用された
メディウムについて－リンシードオイルの加工法を中心
に』注３の中で、レンブラント作品のメディウム分析に関
する情報をもとに、絵具の再現実験を行ない、レンブラ
ントが使用したであろうメディウムを検証した。 
筆者はブラックオイルに着目し、加工していないリン
シード（以下、「生のリンシード」と記す）と、日に晒し
酸化重合を進めたサンシックンドリンシードをブラック
オイルに加工し比較検証を行なった。その結果、生のリ
ンシードよりもサンシックンドリンシードで製作したブ
ラックオイルの方が、レンブラント作品の絵具の特性に
近いものが再現できることがわかった。 
この絵具の特性は、乾燥性、可塑性、流動性、光沢性
と粘性を併せ持ち、生のリンシードそのものやその他の
加工法ではみられない絵具特性を有している。 
一般に、ブラックオイルの加工に使用するものは生油
であるが、上記の研究結果から、重合油を用いることで、
性質の違うものができることが明らかになった。特に、
描画に影響することから、他の重合油を用いてブラック
オイルにすることで、これまでのリンシードの加工法で
はなしえなかった絵具ができるのではないかという着想
に至った。 
 
2．研究の目的 
ブラックオイルに関しては、特に保存科学の分野でこ
れまで数多くの研究注 5)注 6)注 7)が行なわれてきた。しかし、
物性変化や分子構造に焦点を当てており、塗膜形成や描
画表現への影響について詳しく触れている研究は管見の
限りない。 
一方、芸術分野（制作系）では、技法書などにて限定
的な記述に留まっており、評価方法も官能評価のみのも
のがほとんどである。 
これらの先行研究は、生のリンシードをブラックオイ
ルに加工するものであり、重合したリンシードをブラッ
クオイルに加工する研究は行なわれていない。 
そこで、生のリンシード、重合したリンシードをブラ
ックオイルへ加工することで、絵具特性、塗膜形成に及
ぼす影響について研究を行いたいと考えた。油彩画制作
者としての視点から、測定機器を用いて、生のリンシー
ドを用いたブラックオイルと重合したリンシードを用い
たブラックオイルの特性について数値化及び視覚化し、
比較することを本研究の目的とする。 
 
3．研究の方法 
本研究では、酸化重合型のサンシックンドオイル、加
熱重合型のスタンドオイル（以下、サンシックンド、ス
タンドと記す）を用いてブラックオイルを製作した場合、
生のリンシードを用いたブラックオイルと比較してどの
ような性質のオイルになるか実験を行う。また、各オイ
ルをブラックオイルにすることで、絵具特性、塗膜形成
がどのように変化するか、古くから用いられてきた鉛白
で絵具を製作し、検証を行なう。 
まず、生のリンシード、サンシックンド（未加熱、加
熱）注 8、スタンドの 4 種のオイル（図 1）を用いてブラ
ックオイルを製作する（図 2）。 
次にブラックオイルにする前のオイルを含め、計 8 種
のオイルを鉛白の顔料で練って絵具を製作する。 
 
 
図 1 ブラックオイル製作に使用するオイル 
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これらの絵具を以下の方法で検証した。 
※1-3 は測定機器を用いて数値化し、4-6 は官能評価で
行った。 
 
1、乾燥性：湿度温度 25℃、55％の条件下で測定 
2、光沢度：光沢測定器を用いて､20 度､60 度､85 度と 3
種類の角度による測定 
3、粘度：PMC 型自動平行板粘度計を用いて測定 
4、筆の動かしやすさ、粘り気：筆に絵具をつけ、筆運び
を確認 
5、絵具の色彩に与える影響：塗布直後と乾燥後の色味を
目視で比較 
6、形成性：画面に描画した絵具の形状を分析 
 
4．実験 
4-1．ブラックオイル製作 
生のリンシード、サンシックンド（未加熱、加熱）、
スタンドの 4 種のオイルそれぞれに、一酸化鉛(3%) を添
加し加熱処理を施して、ブラックオイルを製作した。 
鉛の分量について、『ド・マイエルヌ手記』では、鉛
の質量割合は 1-20％と記載されている注9。 
Viguerie らは、鉛の質量割合 20％の場合、粘度が高
すぎて描画に適していないことを指摘しており、鉛の質
量割合 1%および 20%と比較して、乾燥誘導の観点から 5%
が一番適していると結論づけている注10。 
しかし、実際にブラックオイルを製作すると 5%では、
一酸化鉛の溶け残りが生じやすいことや筆者がこれまで
の研究注11に用いてきたものが質量割合3%であったため、
本実験でも質量割合 3%で実験を行うことにした。 
 
使用した道具や材料は以下の通りである。 
・一酸化鉛（サンシックンド（未加熱）は和光純薬工
業製・それ以外のオイルはキシダ化学製を使用） 
・生のリンシード（ホルベイン社製） 
・加熱前のサンシックンドリンシード            
（ホルベイン社から提供） 
・低重合度スタンドリンシード注12 
・サタケ式 実験用撹拌機 
（佐竹化学機械工業株式会社） 
・マントルヒーター（アズワン株式会社 HB-300T） 
・耐熱ビーカー 
・温度計 
 
これらの道具・材料を用いて、以下の手順と条件でブ
ラックオイルを製作した。 
（製作日：2017.7.5-7 ） 
1、一酸化鉛 9g とオイル 291g をビーカーの中で混合
する 
2、ビーカーをマントルヒーターに設置し、設定温度
（180℃）に達してから、そのまま 180℃を維持して  
  1 時間、連続的に攪拌しながら加熱した（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 上段：左からスタンド、生のリンシード、サンシッ
クンド未加熱、サンシックンド加熱 
下段：上段のオイルをブラックオイルに加工したもの 
 
図 3 マントルヒーターを用いてブラックオイルを製作し
ている様子 
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オイルにより設定温度に到達する時間が異なる。設定
温度までの加熱時間は以下の通りである。 
 
4-2．絵具製作 
絵具製作は、各オイルと鉛白の顔料をロールミル（図
4）に 2回かけた。機械の使用時は、ホルベイン工業の技
術部の方の付き添いのもと行なった。ロールの調整は、
筆者自身も行なったものの、技術を要し、難しいもので
あったため、最終的な調整はホルベイン工業の技術部の
方にお願いした。オイルと顔料の比率は、オイル：顔料
＝20:80（g）で行った注13。 
 
使用した道具や顔料は以下の通りである。 
・電子天秤 (島津製作所 EB-330H) 
・ロールミル(井上製作所 )  
・顔料：鉛白（ホルベイン社製） 
・オイル試料： 
(BO は、ブラックオイルの略) 
①リンシード 
②リンシード BO 
③サンシックンドリンシード（未加熱） 
④サンシックンド（未加熱）BO 
⑤サンシックンドリンシード（加熱） 
⑥サンシックンド（加熱）BO 
⑦スタンド 
⑧スタンド BO 
 
 
 
4-3.乾燥時間 
4-3-1.測定方法 
PET シート上に、アプリケーター（㈱安田精機製作
所）（図 5）を使用し、100μm の膜厚で試料 8 種を塗布
した。 
乾燥時間の測定は小型環境試験器を使用し、温度 25℃、
湿度 55％の一定の条件下で行った。 
乾燥評価は、塗布試料の上に色紙を 5 秒間置き、塗膜
が付着していない状態を乾燥とした（図 6）。 
乾燥時間の測定は、最低 5 回行い、乾燥時間が 1 番長
いものと短いものを除いた数値の平均を算出した（表 1）。 
 
 
 
 
 乾燥時間 
リンシード 335h 
リンシード BO 16h 
サンシックンド(未加熱) 44h 
サンシックンド(未加熱)BO 38h 
サンシックンド(加熱) 57h 
サンシックンド(加熱) BO 64h 
スタンド 29h 
スタンド BO  39h 
(測定日：2017.12.20-2018.1.24) 
 
4-3-2.結果及び考察 
スタンド、サンシックンド（加熱）以外のオイルは、
ブラックオイルに加工することにより、乾燥時間が短縮
された。生のリンシードで製作したブラックオイルの乾
燥時間は、335 時間から 16 時間へと短縮し、最も顕著で
あった。 
リンシード                 35min 
サンシックンド（未加熱）   25min 
サンシックンド（加熱）     20min 
スタンド                   35min 
図 4 鉛白の顔料とオイルをロールミルにかけている様子
図 6 塗布試料の乾燥評価 
図 5 使用したアプリケーター 
表 1 各試料（鉛白）の乾燥時間 
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乾燥時間では、生のリンシードをブラックオイルにし
たものがもっとも早いが、乾燥時間が早すぎると油絵具
特有のウェットインウェットやグレーズ、暈しなどの技
法を上手く行えないことがある。これら実際の制作での
検証については今後の課題としたい。 
ブラックオイルに加工することでどのオイルも乾燥
時間が速くなると予想していたが、サンシックンド（加
熱）、スタンドは、ブラックオイルにすることで、乾燥時
間が遅くなることが分かった。その理由については、サ
ンシックンド（未加熱）はブラックオイルにすることで
乾燥時間が 44 時間から 38 時間へと短縮されていること
から、サンシックンドを加熱し、酸化重合を進めたこと
に要因があると考えられる。スタンドについては、酸素
のない状態で加熱重合されているため、生のリンシード
と化学構造が異なる注 14ことに関連していると思われる。 
ブラックオイルにした時、重合油の方が生のリンシー
ドより乾燥時間が遅いことについては、もともとオイル
の重合度が高く、鉛と結合できる分子が少ないためであ
ると推測する。 
 
4-4．光沢度 
4-4-1.測定方法 
光沢度の測定は、光沢計 (BYK ガードナー・
micro-TRI-gloss)を用い、ホルベイン工業にて行なった。 
測定手順は、まず PET シート上に、アプリケーターを
使用して膜厚 50μm で試料 8 種を塗布し、恒温恒湿室で
温度 25℃、湿度 55％で乾燥させる。次に、塗布試料の表
面の 2 点を測定し、その平均値をその値とした。測定角
度は、20 度､60 度､85 度の 3 角度である注 15。 
数値は､照射光の反射率（％）であり、高光沢であれ
ば反射率が高く、低光沢であれば反射率は低くなる。 
 
4-4-2.結果及び考察 
JIS K 5600-4-7 では、60 度は全ての塗膜に適用できる
と定めているが、高光沢の場合は 20 度、低光沢の場合は
85 度がより適しているとしている。60 度で測定した数値
が約 70 以上のものを高光沢とし、約 10 以下のものを低
光沢としており、20 度及び 85 度は、塗膜間の差異を明
確にすることを意図している。 
リンシードは低光沢であるが、リンシード BO は中光
沢、それ以外は高光沢であるため、20 度と 60 度の角度
を参照する。 
20 度、60 度では、どのオイルもブラックオイルに加
工することで、光沢度が高くなる結果となった（表 2）。
標準角度である 60 度での数値を比較すると、生のリンシ
ードよりスタンド、サンシックンド（未加熱）、サンシッ
クンド（加熱）を用いて、ブラックオイルを製作するこ
とで、より光沢度が高いものができることがわかる（図
7）。 
リンシードに一酸化鉛を添加して加熱することによ
り、光沢度が上がることについては先行研究でも触れら
れておらず、これらについて述べるには、更なる研究が
必要である。 
  光沢度 
20 度 60 度 85 度 
リンシード 1.2  2.8  56.6  
リンシード BO 1.6  14.2  80.0  
サンシックンド 
(未加熱) 
35.8  73.7  91.4  
サンシックンド 
(未加熱)BO 
56.7  83.2  96.5  
サンシックンド 
(加熱) 
36.2  71.7  89.2  
サンシックンド 
(加熱) BO 
54.1  79.8  93.1  
スタンド 15.2  69.0  93.2  
スタンド BO  44.8  81.5  88.0  
（測定日 2017.8.2） 
 
4-5．粘度 
4-5-1.測定方法 
粘度の測定は、平行板粘度計（(株)安田精機製作所、
No.506-PCM）を用い、ホルベイン工業の恒温恒湿室（温
度 25℃、湿度 55％）にて行なった。 
測定手順は、まず取り外し可能な金属板の中央にある
試料用穴（内径 φ16.4mm、深さ 1 mm）に、規定量の
試料を塗布する。次に、金属板を取り外し、試料に接し
ないように荷重板を設置する。荷重板を下ろし試料に接
したときから、測定が開始する。試料は、荷重板に押さ
えつけられ、同心円状に広がっていく。それを測定機上
部のカメラで 10 秒後の試料の直径（mm）を測定する。
その測定値を逆数で換算し、1000 を掛けたものが P 値に
なる。P 値が高いほど硬い絵具、低いほど軟らかい絵具
を表しており、P 値を粘度の指標として設定した。 
図 7 反射角度 60°での光沢度の比較（ブラックオイルに
加工したものは斜線表記） 
表 2 各試料（鉛白）の光沢度 
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表 3  各試料（鉛白）の粘度     
測定は 3 回行い、数値に大きな差がみられる場合はさ
らに 2 回行い、最大値と最低値を除いた数値の平均を算
出した。 
 
4-5-2.結果及び考察 
P 値をまとめたものを表 3、各オイルをブラックオイ
ルに加工し、比較したグラフを図 8 に示す。ブラックオ
イルに加工したものは斜線で表記した。 
4 種のオイル全て、ブラックオイルに加工することで、
粘度が高くなった。また、ブラックオイルのみの比較で
は、生のリンシードよりスタンド、サンシックンド（未
加熱）、サンシックンド（加熱）を用いて、ブラックオイ
ルを製作した方が粘度が高くなる。その理由については、
一酸化鉛とリンシードを加熱して生成される鉛石鹸注 16
による影響だと考えられる。 
 
 
  粘度（P 値）
リンシード 24.05  
リンシード BO 25.30  
サンシックンド(未加熱) 25.60  
サンシックンド(未加熱)BO 30.25  
サンシックンド(加熱) 27.30  
サンシックンド(加熱) BO 33.00  
スタンド 26.75  
スタンド BO  29.80  
（測定日 2017.7.6-.7） 
 
 
4-6．筆の動かしやすさ、粘り気 
筆の動かしやすさ、粘り気については、紙パレット上
に絵具を出し、筆につけて描き心地の感覚を確認した。 
筆の動かしやすさの順と前述した粘度の数値を右に
表記したものが図 9 である。官能評価では、粘度（絵具
の硬さ）と筆の動かしやすさはほぼ比例しているものの、
サンシックンド（未加熱）のように例外があることがわ
かった。 
粘り気については、リンシード、リンシード BO は、
サクサクした筆運びの感触であったが、それ以外は糸を
引くような粘り気があった（図 10）。 
 
 
 
4-7．絵具の色彩に与える影響 
各試料を 100μm で塗布し、塗布直後と乾燥後の比較
を行なった（図 11）。温度湿度 25℃、55％の条件下で乾
燥させ、目視で比較した。 
サンシックンドは未加熱・加熱ともに若干黄色みを帯
びており、加熱した方がより黄色みが強いが、使用上は
気にならない。 
サンシックンドをブラックオイルに加工すると、未加
熱、加熱ともに、黄色味が非常に強く出る。絵具の乾燥
後、黄色味は薄くなるが、作業性を考えると明るい色の
絵具には不向きであることがわかった。 
リンシード、スタンドは、明るい絵具の色彩に影響し
ないが、ブラックオイルにすると赤茶の色味になる。し
かし、温かみのある色と捉えることもでき、サンシック
ンドの未加熱・加熱と同様に、画面に乗せた時はさほど
気にならない。 
図 8 粘度（絵具の硬さ）の比較 
（ブラックオイルに加工したものは斜線表記） 
図 10  絵具が糸を引いた様子（スタンド BO） 
図 9 筆の動かしやすさを順番に並べたもの 
右の（  ）の数値は測定した粘度である 
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図 16 絵具の盛り上げ（点打ち） 
図 11 上が塗布直後で下が乾燥後である。左からスタンド BO、
スタンド、サンシックンド加熱 BO、サンシックンド加熱、サン
シックンド未加熱 BO、サンシックンド未加熱、リンシード BO、
リンシードとなる 
 
4-8．形成性 
描画における明部の絵具の盛り上げ（点打ち）を想定
して塗布実験を行った。点打ちの例として、筆者制作の
≪人魚の声≫（図 12）を挙げる。図 13、図 14 は、図 12
の頭部のアクセサリー部分図である。このように、白絵
具の盛り上げは、宝石などのキラキラしたものやハイラ
イトの表現に適している。また、画面に凹凸の抑揚をつ
け、緻密にみせる効果がある。乾燥後にグレーズ注 17 を
する場合は、この凹に絵具が溜まり（図 14）、それが画
面の魅力になるため、どのような形状であるか重要なポ
イントになる。 
形状については個人の嗜好があると思うが、半球体の
ような全体的な丸みよりは、部分的に凸があるものの方
が、その後のグレーズがより効果的になる。ただし、凸
部分は鋭利に尖っているものだと、視覚的にキツイ印象
になり、画肌として美しくないため、凸部分に丸みのあ
るものが望まれる。 
 
 
 
 
 
塗布実験に用いた支持体は、パネルに白亜地を施し、
アイボリーブラック（ホルベイン社製）で地塗りしたも
のである。筆は、セーブル（WINSOR＆NEWTON Series7、
6mm）（図 15）を使用し、絵具の盛り上げの直径が 2mm
になるように 3 回塗布した（図 16）。 
 
 
塗布してできた形状については 3つに分類した（図 17）。 
①は筆を置いた時に、画面横から見て半円を描くよう
な丸みのあるマチエールで、②は筆を置いた時に先が尖
がった形になり、①②ともに、そのまま形を保持するも
の、③は筆を置いたときは②の形だが、時間とともに①
図 14  図 12 のアクセリー拡大部分図（グレーズ後）
図 13  図 12 のアクセリー拡大部分図（点打ち後）
図 12  ≪人魚の声≫筆者制作 
2018 年 油彩・テンペラ、石膏地・麻・パネル 273×273cm
図 15 使用したセーブル筆 
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の丸みのある形状になるものである。 
塗布した絵具の形状にこの分類を当てはめて、まとめ
たものが表 4 になる。 
 
サンシックンド未加熱以外は、ブラックオイルにする
ことで、②の性質に変化することがわかった。 
同じ②に分類したものでも、リンシード BO は、先が
尖ったものになるが、スタンド BO とサンシックンド（加
熱）BO は時間とともに先が丸みを帯びたものになる。
これは、可塑性の強いリンシード BO と比較して、スタ
ンド BO とサンシックンド（加熱）BO は、粘性と可塑
性を併せ持つ特性を示している。 
③の場合は、粘性が強く可塑性が少ないため、形を保
持できず、丸みのある形状に移行したものだと思われる。 
リンシード、リンシード BO 以外の絵具は、糸を引く
ほど粘りが強いため、絵具を置くとき、筆を回転させる
必要があった。点打ちを多く行なう場合は、作業性を考
えるとリンシード BO が良いと思うが、点打ちの数が少
なく、エッジに丸みのある画肌を形成したい場合は、ス
タンド BO が適しているといえる。サンシックンド（加
熱）BO は、黄色味が強く、厚く塗ると経時変化でちぢ
れ皺を起こす傾向にあるため、明るい絵具の盛り上げに
は向いていない。 
また、制作実践として、スタンド BO を用いて絵具の
盛り上げを試みた（図 18）。絵具は、4-2 で述べた、スタ
ンド BO と鉛白の顔料を練り合わせたものを使用した。 
図 19 が絵具の盛り上げを行なった箇所の部分図になる。 
スタンド BO の糸を引く特性は、厚く絵具を置き、長
い線を引きたいときに非常に有効であると感じた。また、
点打ちの塗布実験で行なった結果と同様に、粘性と可塑
性を併せ持つ特性により、筆跡を残しながらも、絵具の
凸部分が丸みを帯びた形状になることがわかった。この
作品ではグレーズは行なっていないが、鉛白の絵具が乾
燥した後に、グレー、黄色、白、水色など不透明性の高
い絵具を薄く擦り付けるように重ねた。ここでは、図 19
の右上の黄色を例に挙げるが、鉛白の絵具の丸みのある
凸部分にのみ黄色が乗り、それが画面の魅力の一つにな
った。 
 
図 18  ≪匂いの痕跡≫筆者制作 
2018 年 油彩・テンペラ、石膏地・麻・パネル 318×410cm
図 19  図 18 の拡大部分図（鉛白の盛り上げはスタ
ンド BO 使用） 
図 17 形状の 3分類 
表 4  絵具の形状を図 17の分類に当てはめたもの 
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5．まとめと今後の課題 
以上の鉛白の顔料を用いた実験により、次のようなこ
とがわかった。 
a)重合したリンシードよりも生のリンシードを用いて、
ブラックオイルを製作した方が、乾燥性が良いものがで
きる。 
b)どのオイルも、ブラックオイルにすることで、光沢
度が増し、粘度が上がる。 
c）生のリンシードより重合したリンシードを用いて、
ブラックオイルを製作した方が、光沢度、粘度が高いも
のができる。 
d)サンシックンドは未加熱・加熱ともにブラックオイ
ルに加工すると黄色味が強く出るため、明るい絵具には
不向きである。 
e)筆の動かしやすさは粘度とほぼ比例しているものの
例外があり、粘り気が関係しているものだと考えられる。 
f)絵具の盛り上げについて、点打ちを多く行なう場合
は、作業性を考えるとリンシード BO が良いと思うが、
エッジに丸みのあるといった画肌の美しさの観点か
ら、点打ちの数が少ない場合や長い線を引く場合は、ス
タンド BO が適しているといえる。 
 
本論では、生のリンシードと重合したリンシードそれ
ぞれを用いて製作したブラックオイルについて、鉛白の
顔料と練り合せて検証を行ない、その特性について数値
化や視覚化し一例を示すことができた。しかし、本検証
では十分といえないため、今後描画にどのように影響す
るかを中心に研究を進めていきたい。 
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